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新基地建設反対名護共同センターニュース 

在沖米軍基地の全閉鎖を米に申し入れよ！ 

 
 

 

 

 

 

「辺野古」強行は平和的生存権、環境権の侵害 
●
い
つ
も
ニ
ュ
ー
ス
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

辺
野
古
へ
の
新
基
地
の
建
設
は
住
民
の

生
活
の
安
全
を
損
な
わ
せ
、
ま
た
そ
の
地

の
文
化
や
生
活
手
段
と
密
接
な
か
か
わ
り

を
有
す
る
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
住
民
の
平
和
的
生
存
権
（
憲

法
前
文
）、
環
境
権
（
憲
法
１
３
条
・
２
５

条
）
の
侵
害
に
あ
た
る
と
思
い
ま
す
。  

ま
た
、
沖
縄
の
民
意
は
明
ら
か
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
上
の
地
方
自
治

を
無
視
し
て
建
設
作
業
の
再
開
を
強
行
し

た
こ
と
、
と
り
わ
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
問
題
の
影
響
で
遅
れ
た
分
を
取
り

戻
す
か
の
よ
う
に
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
る
こ
と
に
怒
り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。 

新
基
地
建
設
反
対
の
声
を
一
人
の
市
民

と
し
て
、
ま
た
研
究
者
と
し
て
出
し
続
け

ま
す
。 

室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授 

清 き
よ

末 す
え  

愛 あ
い

砂 さ 

 

●
毎
回
の
共
同
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
受

信
は
と
て
も
嬉
し
く
、
年
金
者
組
合
の
友

人
た
ち
に
転
送
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
「
あ

り
が
と
う
！
」
と
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。 

３
０
０
号
発
行
を
迎
え
る
喜
び
は
、
翁

長
知
事
さ
ん
や
大
西
照
雄
先
生
（
元
ヘ
リ

基
地
反
対
協
共
同
代
表
）、
幸
喜
敦
子
さ
ん

（
元
新
婦
人
名
護
支
部
長
）
な
ど
「
命
の

海
」
を
守
っ
て
た
た
か
っ
た
多
く
の
故
人

に
も
届
き
、
天
国
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
れ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
ご
留
意
を
。          

（
奈
良
） 

湯
沢  

和
子  

 

 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
は
５
日
、
仲
本
興
真
事
務
局
長
な

ど
代
表
が
沖
縄
防
衛
局
を
訪
れ
、
在
沖
米
軍
基
地
内
で
爆
発

的
な
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
県
民
を
大
き
な
不
安
に
陥
れ
て
い

る
と
し
て
、「
在
沖
米
軍
全
基
地
の
閉
鎖
」
な
ど
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
申
し
入
れ
項
目
は
、
①
在
沖
米
軍
基
地
を

当
面
閉
鎖
す
る
よ
う
米
軍
に
申
し
入
れ
る
こ
と
、
②
基
地
内

感
染
に
つ
い
て
必
要
な
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
さ
せ
る
こ

と
、
③
県
内
全
基
地
の
全
て
の
従
業
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

施
、
④
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
直
ち
に
中
止
し
、
そ
の
費
用

を
コ
ロ
ナ
対
策
に
充
当
す
る
こ
と
、
の
４
項
目
。 

不
誠
実
な
回
答
に
終
始
す
る
担
当
官 

対
応
し
た
担
当
官
は
「
辺
野
古
」
工
事
中
止
の
要
求
に
対

し
、「
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
危
険
性
除
去
の
た
め
中

止
で
き
な
い
」
と
、
呪
文
の
よ
う
な
常
套
句
を
繰
り
返
す
な

ど
、
メ
モ
を
読
み
上
げ
る
不
誠
実
な
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

ヘ
リ
基
地
反
対
協 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
防
衛
局
に
要
請 

３
０
０
号
迎
え
た 

本
ニ
ュ
ー
ス
へ
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ  

そ
の
⑦ 

ジュゴンの鳴き声 4カ月連続検出 
  沖縄防衛局が実施しているジュゴンの生息調査で 4月と 5

月にもジュゴンの鳴き声とみられる音が検出されていまし

た。2 月から 4カ月連続です。4月～5月はコロナ感染予防

のため工事が中断していた 17日間に 144回もの鳴き声を検

出していました。しかし、防衛局は工事を中断していません。 

   

ジュゴン調査船（手前の小型
船）、大型船は安和港からの赤
土運搬船（大浦湾で 7月 31日） 
） 

ジュゴン保護キャン

ペーンセンター国際担

当の吉川秀樹さんは

「国際的に注目されて

いる問題であり、ジュ

ゴンの鳴音を公開し、

世界の専門家が検証で

きるようにするべき

だ」と指摘しています。

（沖縄タイムス 7/30より） 

 

18日まで抗議活動中止に 
  県の非常事態宣言を受け、「オール沖縄会議」はゲー
ト前の抗議活動を 18日まで休止すると発表しました。 

告示・縦覧は早くて 18日以降 
 8月上旬予定の「設計概要変更申請書」の告示・縦覧
開始は、早くて 8月 18日以降に遅れる見通しです。 

名
護
民
商
が
最
高
現
勢
突
破
！ 

 

名
護
民
主
商
工
会
（
仲
本
興
真
会
長
）
は
３

日
、
持
続
化
給
付
金
申
請
の
要
求
で
４
人
が
入

会
し
会
員
現
勢
が
６
７
３
人
と
な
り
過
去
最

高
現
勢
（
６
７
０
人
）
を
突
破
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
「
一
人
の
倒
産
者
を
出
さ
な
い
」

と
業
者
の
要
求
を
取
り
上
げ
、
今
年
５
月
以

降
、
５
８
人
の
新
会
員
を
迎
え
て
の
成
果
で

す
。
同
民
商
は
２
３
年
前
の
名
護
市
民
投
票
時

の
会
員
数
約
３
０
０
人
の
２
・
２
倍
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
中
小
業
者
の
要
求
実
現
運
動

の
中
で
組
織
を
拡
大
し
、
ヘ
リ
基
地
反
対
協
加

盟
の
中
核
団
体
と
し
て
辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
運
動
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。 

な
お
、
沖
商
連
傘
下
で
最
大
の
沖
縄
民
商
も

２
日
現
在
８
０
３
人
の
会
員
現
勢
と
な
り
過

去
最
高
現
勢
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
こ
の
沖
商

連
の
躍
進
は
、
全
国
の
民
商
で
「
沖
縄
か
ら
学

ぼ
う
」
と
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

反
対
協
代
表
（
左
側
）

は
「
県
民
の
命
を
守
る

立
場
に
立
っ
て
仕
事
を

し
て
ほ
し
い
」
と
厳
し

く
要
望
し
ま
し
た
↓ 

 

↑
交
渉
終
了
後
、
駆
け
つ

け
た
２
０
人
の
支
援
者
と

報
告
集
会
を
持
ち
ま
し
た 


